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うするの ４月から

誰も取り残さない
� 大津市政を

2019年の大津市政は、安倍政権の地方政策そのままに、市
民や地域へ共助・互助を押し付け、市民置き去りの運営を強
めてきました。一方で、市民の抗議の声も高まっています。

党市議団は今年も、市民に寄り添い責任を果たす大津市の
実現に奮闘します。 

2020年 
新たな決意で！

「広報おおつ」
１月１日号

岸本市議は、「このままでは行政からの押し
つけと取られても仕方がない」と、市の責任と
支援策の明確化を求め、他市が行っている活動
に見合った補助金や支援職員の配置なども紹介
し追及。しかし、市は「庁内連携の仕組みを活

用する」という曖昧な答弁に終始しました。
地域まかせにせず、丁寧な市民説明と話し合

いで、ともにまちづくりを進める姿勢に立つこ
とが必要です。

住民が考え行動することは大切なことですが、市の進め方は経費削減・スケジュールありきで問題が山積しています。

広報には、『地域住民による運営の準備が整った
地域から』、『順次、コミセンへ移行 』すると書かれ
ていますが、地域による運営のために設立が必要とさ
れる「まちづくり協議会」に触れておらず、具体的な
進め方も示していません。「広報おおつ」１月１日号

ご覧に
� なりましたか？

市は責任果たせ

質問に立つ岸本市議

「地域住民による運営」　
　　＝まちづくり協議会

　まちづくり協議会は自治会と違い、全住
民を対象にまちづくりを行う組織とされ、
市は市民センターの公民館・防災・地域自
治機能を担わせようとしています。

「準備が整った」？

　市の事業が委託されることになり（指定
管理）、まちづくりの計画だけでなく、経
営管理、会計や職員雇用に関する事務処理
なども行う必要があります。

地域運営について
岸本市議が追及

公民館が
 コミセンに（コミュニティセンター）

　移行するまでは「公民館として、これま
で通り使用できます」とありますが、11月
に強行されたコミセン条例で、５年後（2025
年）と期限を区切ったことは書かれていま
せん。

「順次、コミセンへ移行」…

� ※�岸本市議は他に、病院再編問題を質問しました。
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大津市御陵町３－１（市役所内）
TEL：077－528－2842
FAX：077－524－5613

大津市会議員団
市会報告

2020年冬季号
info@otsu-jcp.net
ご意見・ご要望をお寄せください。

検 索大津　共産党
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